
大田原中学校区小中一貫教育グランドデザイン

大田原中学校区小中一貫教育目標

「夢や希望に向かい たくましく生きる児童生徒の育成を図る」

小中一貫教育のねらい

小中の円滑な接続、教職員の意識改革、学校と地域との連携・協働などに取り組み、9年間の系統
的な教育システムを構築していく。

確かな学力の育成 豊かな心と社会性の育成 健やかな心と体の育成

目指す大中校区児童生徒像
自ら進んで学ぶ子供

礼儀正しく思いやりの
ある子供

心身ともに健康な子供

9年間を見通した系統的な教育活動の推進

区分
前期（基礎期）

1～4年生（小1～小4）

中期（活用・定着期）

5～7年生（小5～中1）

後期（発展・充実期）

8・9年生（中2～中3）

学習態度
興味や関心をもって学ぶことができ
る。

学ぶ意味を理解し、主体的に学習
に取り組むことができる。

将来の夢に向かって、自らの学びの
質をメタ認知しながら学習を進める
ことができる。

表現する力 自分の気持ちや考えを表現できる。
自分の考えを分かりやすく表現でき
る。

自分の考えを理由や根拠を明確に
しながら表現できる。

学び合い
お互いの考えの共通点と相違点を
見つけながら話を聞くことができる。

伝え合うことで、自分の考えを広げ、
深めることができる。

伝え合うことで、個人や集団の考え
を深めることができる。

あいさつ 明るく元気なあいさつができる。
明るい学校づくりを目指して自ら進
んであいさつができる。

明るい学校・地域づくりを目指して
場に応じたあいさつができる。

規範意識 学級や学校のきまりを守ろうとする。
学校や社会のきまりを守り、礼儀正
しく行動しようとする。

学校や社会のきまりを守り、適切な
判断をし、行動しようとする。

自己有用感 自分の役割を果たせる。
友達や家族のために進んで役割を
果たせる。

自分の役割を自覚し、地域のため
に貢献することができる。

運動習慣
休み時間には元気に外遊びができ
る。

運動活動に積極的に参加し運動に
親しむことができる。

積極的に運動を取り入れ、体力の
増進を意識した生活を送ることが
できる。

生活習慣
「早寝・早起き・朝ご飯」の生活リズ
ムを守ることができる。

望ましい生活習慣を意識した生活
ができる。

健康な体を維持するためにバラン
スのよい食事と睡眠時間の確保を
心がけて生活できる。

心の安定
友達と仲良く、学校生活を送ること
ができる。

他者を思いやりながら学校生活を
送ることができる。

自分に合ったストレスの対処法を考
えることができる。

小中一貫教育推進組織

自ら学び、考え、判断し、表現する

社会適応力「生きる力」

知性の涵養体力の充実 品格の育成よく考え進んで学ぶ子
明るく思いやりのある子
健康でたくましい子

考えて学ぶ子
思いやりのある子
たくましい子

西原小学校 大田原中学校 紫塚小学校
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運営委員会 【 校長 教頭 主幹教諭 教務主任 】

学習指導部会

① 特別活動の充実
② 協働的な学習場面
の設定
③ ICTを活用した深
い学びの実施

児童・生徒指導部会

① あいさつ運動
② ペアトーク活動の活
性化
③ 自己有用感育成の
ための取組実施

健康安全指導部会

①食育や安全教育の
推進
② ICTを活用した心
身の成長の実感

特別支援部会

①個への連続的支援の
具体作の作成（個別
の教育支援計画・自立
活動計画）
②小中交流活動の計画
作成と推進

大田原市小中一貫教育目標

９年間を見通して目指す子供像を共有し、子供たちの豊かな人間性、確か
な学力・コミュニケーション力・社会適応能力の育成と向上を図る。

教頭部会

①学校間・各部期間との
連絡調整
②学校間の情報共有
③各部の取組状況の確
認・調整

地域連携部会

① “学校協働本部”
を主体とした活動の
推進
② 学校HP、一斉メー
ル等を活用した情報
の発信

（１）確かな学力の育成
ア 教育DXによる「個別最適な学
び」と「協働的な学び」の高度化
イ 一体的な授業デザイン

（２）豊かな心と社会性の育成
ア 心の基盤の形成
イ 主体的に考える機会の創出

（３）健やかな心と体の育成
ア 食育や安全教育の推進
イ ICTを活用した心身の成長の
実感と自己管理

（４）特別活動の充実
ア 学級活動等における自己調整力や
合意形成力の育成
イ 児童・生徒会、委員会活動の充実
ウ 学校行事を通じた自己実現

学校課題（研究主題）

学校課題達成のため、今年度はさらに以下の2点を強化します

① 自己有用感を醸成することで主体性を育成 ② 学校DXの推進（教育活動・校務・事務の全面展開）

「主体性のある児童生徒の育成」 ～個別最適な学びと、協働的な学びの一体的な充実～
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今年度の推進の6つの柱

事務部会

① 事務部内連携
② 共同実施組織との
連携
③ 小中連携

教 務 部 会
9年間の指導の系統性を図ったカリキュラムの作成と検証を行うと

ともに、自己有用感の育成とそれに基づく自主的態度の変容、および学校DXの構築・推進
を共通の視点として、各部会の取組を関連付けながら全体をマネジメントする。


